
問題　を正の実数とし，平面上の放物線：  上の点，  を考える。このとき

　　次の問いに答えよ。

　　　におけるの法線をとし，との交点でと異なるものをとする。

　　　　法線の方程式をを用いて表せ。

　　　　の座標をを用いて表せ。

　　　　が正の実数を動くとき，線分の長さが最小となるの値を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京理科大　理数，物，化２
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　　　　ここで  とおくと＞であり，  とおくと
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　　　　増減表は右のようになる。のときは
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　　　　　　　  ，＞であるから　
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